
開 講 学 科 建築学科 
実務家科目 

前橋工科大学 シラバス 
― 

科 目 名 都市環境計画Ⅱ 
標準対象年次 選択／必修 科目コード 

3年次 選択 14104001 

担当教員 宮﨑 均 
単位数 学 期 曜 日 時 限 

2単位 後期 火曜日 3時限 

授業の教育 

目的･目標 

目的：都市環境を計画する手法であるまちづくりデザインのプロセスを理解する 

目標：①まちを調査する方法を知る 

②まちを分析・評価する方法を知る 

   ③まちを構想する能力を身につける 

   ④まちの空間デザインの方法を理解する 

   ⑤住民参加の方法を考える 

学科の学修･教育

目標との関係 

建築に関わる生活の豊かさ、人間の健康、地域社会、環境について考えた空間を創造することが

できる。 

キーワード 住民参加、景観、歴史、自然生能、コミュニティー 

授業の概要 都市環境を形成する重要な手法の一つとしてまちづくりがある。このまちづくりのプロセスを

市民が主体的に参加してプランニングを行うことを想定して、調査から実現のシナリオづくりや

空間づくりを行える手法を理解する。 

授業の計画 第1回： まちを調べる手法 

第２回： まちを分析する手法 

第３回： まちを評価する手法 

第４回： まちの将来像を構想する 

第５回： まちの空間デザインの方法 

第６回： 街路空間のデザイン 

第７回： 居住・街区のデザイン 

第８回： 水辺・緑地のデザイン 

第９回： 歩行者空間のデザイン 

第10回： まち並のデザイン 

第11回： 歴史を生かしたまちづくり 

第12回： まちづくりルール 

第13回： 調査・分析・デザインのプレゼンテーション並びに討論 

第14回： 調査・分析・デザインのプレゼンテーション並びに討論 

第15回： 調査・分析・デザインのプレゼンテーション並びに討論 

受講条件・ 

関連科目 

受講条件：都市環境計画Ⅰは必ず受講済であること 

関連科目：建築設計製図Ⅴ、都市環境計画Ⅰ 

授業方法 座学とともに、プレゼンテーション・討論を重んじている。 

テキスト・参考書  

成績評価 ・期末試験（0％） ・レポート（0％）・その他（フィールドサーベイよりのデザインプレゼン

テーション）（100％） ・小テスト（0％） 

履修上の注意 日々の生活において、まちへの関心、建築への関心をもつこと。 

 


